
産業建設部 建設課 農林施設係 技師（平成30年度入庁）

産業建設部 建設課 土木監理係 係長（平成18年度入庁）

平成18年度入庁以来、建設課や上水道施設課、企業立地課などで勤務
し、現在は建設課で公共インフラの整備・維持管理を担当しています。
また、係長として工事の設計・監督、予算管理、住民対応、さらに
若手職員の育成にも取り組んでいます。

担当業務内容

瀬戸内市職員としてのやりがい

地元の声に耳を傾け、安心・安全なまちづくりを目指して日々業務に取
り組んでいます。公共事業は多くの関係者と協議を重ねる必要があり、
時には困難に直面することもあります。しかし、困難を乗り越え、事業
完成時に地域のみなさまから感謝の言葉をいただけたときには、技術職
員としての誇りを実感します。未来を支え次世代へつなぐインフラ整備
は、大きな責任と意義深い仕事であると感じています。

受験者へのメッセージ

土木技術職は、まちづくりの現場で関係者と協力し事業を進める重要
な仕事です。幅広い知識が求められますが、その分やりがいも大きく、
成長できる環境が整っています。
日々の業務では、積極的に学び挑戦する姿勢が重要です。安心して成
長できるよう私たちもしっかりサポートしていきますので、
一緒に力を合わせて瀬戸内市の未来をつくっていきましょう。

【お問い合わせ先】
〒701-4292 瀬戸内市邑久町尾張300-1

瀬戸内市役所 総務課 人財育成係

電話番号：0869-22-3909 FAX：0869-22-3304

仕事と育児の両立について

入庁した理由

休日は家族と出かけたり、平日も家に帰ってから子供と保育園の話や
一緒に遊んだりして癒されています。保育園行事や子供の急な体調不
良などで仕事の調整に苦労しますが、上司もしっかりサポートしてく
れます。子ども2人が産まれた際は、それぞれ育児休業も取得しました。
育児休業を取得したことで、子供の成長を見守ることができました。

高校時代に土木科を専攻し、専門知識と技術を学ぶ中で公共性の高い
事業に携わりたいと考えるようになりました。また、学生時代に訪れ
た瀬戸内市の豊かな自然環境や歴史、文化に感銘を受け、この魅力的
な地域でまちづくりに貢献したいと思ったからです。

受験者へのメッセージ

土木技術職は、地域の発展や住民の暮らしを支える重要な役割を担う
仕事です。建設課の職員は皆優しくサポートしてくれるので安心して
ください。瀬戸内市に興味があれば、ぜひとも一緒に魅力あるまちづ
くりに取り組みましょう。一緒に働ける日を楽しみにしています。

詳細は
こちらから

地図に残る、まちをつくる
あなたの手で、未来へつなぐインフラ整備を


